
円
高

外
国
人
誘
客
に
逆
風

「影響 い」懸念広がる

急
激
な
円
高
に
直
面
し
、
北
関
東
の
観
光
地
で
も
外
国
人
観
光
客
の
誘
致

（
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
）
に
逆
風
が
吹
き
始
め
た
。
国
内
観
光
客
の
低
迷
を
補
お
う
と
経
済
発
展
を
続
け
る
中
国

な
ど
ア
ジ
ア
を
中
心
に
誘
致
活
動
を
強
化
し
て
き
た
矢
先
だ
け
に
、
戸
惑
い
も
小
さ
く
な
い
。

一
方
、
国
内
の
旅
行
会
社
に
は
海
外
ツ
ア
ー
の
引
き
合
い
が
急
増
。
米
国
の
金
融
危
機
に
端

を
発
し
た
為
替
の
変
動
に
、
観
光
業
界
が

一
喜

一
憂
し
て
い
る
。

1観光勉:受薪蒙1新拡蒼の葉発

「
日
程
早
め
た
い
」

「
円
高
が
進
ん
で
い
る
の
で

日
程
を
早
め
た
い
」
。
十
月
末
、

群
馬
県
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
担
当

者
は
中
国

・
香
港
の
富
裕
層
向

け
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
現
地
の

業
者
か
ら
の
突
然
の
電
話
に
驚

い
た
。
温
泉
の
露
天
風
呂
付
き

個
室

一
泊
三
万
円
程
度
の
プ
ラ

ン
で
、
百
人
を
超
え
る
規
模
の

案
件
。

ホ
テ
ル
が
に
ぎ
わ
う
年
末
を

避
け
て
来
年

一
月
の
日
程
で
調

整
し
て
い
た
が
、
業
者
が
年
明

け
に
さ
ら
に
円
高
が
進
む
と
予

想
し
て
、
変
更
を
打
診
し
て
き

た
と
い
う
。
　
一，群
馬
で
は
ま
だ

ま
だ
と
思

っ
て
い
た
円
高
の
影

響
が
こ
ん
な
に
早
い
と
は
」
と

認
識
の
甘
さ
を
実
感
し
た
。

群
馬
県
み
な
か
み
町
は
十

一

月
中
旬
に
、
韓
国
の
農
業
団
体

約
二
十
人
の
そ
ば
打
ち
体
験
な

ど
が
で
き
る

「
た
く
み
の
里
」

視
察
ツ
ア
ー
を
受
け
入
れ
る
予

定
だ
。
と
こ
ろ
が
十
月
下
旬
に

な

っ
て
先
方
か
ら

「
ウ
ォ
ン
安

で
費
用
が
膨
ら
み
、
募
集
人
数

が
集
ま
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
」
と
連
絡
が
入

っ
た
と
い
う
。

「ホ
テ
ル
も
バ
ス
も
予
約
し
た

が
、
開
催
の
可
否
が
見
え
ず
取

り
消
し
も
で
き
な
い
」

（観
光

商
工
課
）
と
困
惑
を
隠
せ
な
い
。

日
本
政
府
観
光
局

（Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
）
に
よ
る
と
、
七
月
ま
で
十

八
カ
月
連
続
で
前
年
実
績
を
上

回

っ
て
い
た
訪
日
外
国
人
数

は
、
世
界
経
済
の
変
調
を
映
す

よ
う
に
八
月
か
ら
マ
イ
ナ
ス
に

転
じ
て
い
る
。
こ
の

一
週
間

宋

り
の
円
高
は
、
こ
れ
に
さ
ら
に

追
い
打
ち
を
か
け
そ
う
だ
。

草
津
温
泉

（草
津
町
）
で
も

外
国
人
観
光
客
数
は
六
月
ま
で

前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
だ

っ
た

が
、
夏
ご
ろ
か
ら
減
少
に
転
じ

た
。
二
〇
〇
七
年
の
外
国
人
宿

懸
念
す
る
。

先
手
の
対
策
必
要

茨
城
県
は
十
月
下
旬
、
横
浜

市
内
で
開
か
れ
た
国
内
最
大
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
に
出
展

し
た
際
、

「韓
国
の
旅
行
会
社

か
ら
ウ
ォ
ン
安
を
懸
念
す
る
声

が
上
が
っ
た
」
（観
光
物
産
課
）

と
い
う
。
水
戸
市
の
偕
楽
園
は

〇
八
年
度
九
月
末
ま
で
の
外
国

人
来
場
者
が
前
年
同
期
の
三
倍

こ
数
年
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
力

を
入
れ
て
き
た
。
鬼
怒
川

。
川

治
温
泉

（栃
木
県
日
光
市
）
で

は
観
光
協
会
に
誘
致
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
外
国
語
の
宿
泊
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
ホ
テ
ル
で
日

本
の
正
月
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す

る
な
ど
受
け
入
れ
態
勢
を
充
実

さ
せ
て
き
た
。
〇
七
年
は
六
〇

「
ウ
オ
ン
安
で
韓
国
向
け
の
ツ
ア

ー
が
女
性
に
人
気
だ
」
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関

東
ト
ラ
ベ
ル
サ
ロ
ン
前
橋
の
武
藤
隆

之
支
店
長
は
声
を
弾
ま
せ
る
。
原
油

高
に
よ
る
航
空
料
金
の
燃
料
サ
ー
チ

ャ
ー
ジ

（価
格
変
動
調
整
金
）
で
低

調
だ

っ
た
海
外
ツ
ア
ー
に
円
高
が
追

い
風
と
な
り
、
十

一
、
十
二
月
の
予

約
は
前
年
に
比
べ

一
割
増
で
推
移
し

て
い
る
。

同
字
都
宮
で
は
予
約
状
況
に
変
化

は
ま
だ
出
て
い
な
い
が
、
問
い
合
わ

せ
は
増
え
て
い
る
。
古
川
則
明
支
店

長
は

「
買
い
物
の
割
安
感
な
ど
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

％
増
の
四
万
四
千
六
百
人
に
ま

で
拡
大
。

「
温
泉
の
魅
力
も
少

し
ず
つ
分
か

っ
て
も
ら
え
て
き

た
」
と
い
う
。

歴
史
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
日
光

江
戸
村

（栃
本
県
日
光
市
）
で

も
数
年
前
か
ら
忍
者
を
東
南
ア

ジ
ア
に
派
遣
す
る
な
ど
の
活
動

を
展
開
。
年
間
三
十
万
人
の
来

場
者
数
の
う
ち
、
二
―
三
％
だ

っ
た
外
国
人
の
比
率
を

一
割
に

ま
で
高
め
た
）^
自
治
体
、
各
施

設
と
も
地
道
な
努
力
が
よ
う
や

く
実
を
結
び
か
け
た
時
だ
け

に
、
円
高
が
冷
水
を
浴
び
せ
な

い
か
気
を
も
ん
で
い
る
。

棲

曾

と
再
ス
タ
１１
い
は
難
ｂ
静
ｒ
舞

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

Ｎ

肛

の
鈴
本
麟
魔
授
緯
に
わ
購
闘
け

る
ｒ
食
事
無
し
の
抵
緬
絡
わ
鱈

湯

言

中

鎧

覇

捨

鍾

鐘鉾

蜀

鍾

燒

に
観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
チ
ャ

ン
な
鑑
簿
経
該
べ
暉

ｒ
だ
ね
た

（前
橋
支
局
　
栗
原
健
太
）

泊
客
数
は
前
年
比

工
（
％
増
の

約

一
万
四
千
二
百
人
と
好
調
に

集
客
を
伸
ば
し
て
い
た
が

「為

替
の
影
響
が
今
後
ど
こ
ま
で
長

引
く
か
」

（観
光
創
造
課
）
と

超
と
好
調
だ

っ
た
だ
け
に
先
行

き
を
心
配
す
る
。

十
年
前
に
比
べ
国
内
宿
泊
客

数
が
約

一
割
減
少
し
た
北
関
東

三
県
の
自
治
体
や
観
光
地
は
こ

水
戸
市
内
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
で
も

「
ツ
ア
ー

蜻
「
　

朔
い
ｍ
ｍ
機
ど
い
つ
”
い
け
）
政
”

国 な ど

、

一

　

　

　

　

　

　

一

連
讐

　

い
」

（藤
井
行
雄
専
務
）
と
意
気
込

ん
で
い
た
。

草津温泉で も外国人観光

客数は夏 ごろか ら減少に

転 じた

海外ツアーは好調 :

夏以降に伸び悩む訪日外国人数
(日本政府観光局まとめ)
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